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【課題の概要】 

 本研究はグラフアルゴリズム、離散数学、組合せ最適化の未

解決問題に取り組む基礎的研究である。具体的には、無向グラ

フにおけるグラフマイナー理論の有向グラフへの拡張と、オン

ラインアルゴリズムやグラフニューラルネットワークについて

の基礎理論の発展及び機械学習への応用を目指す。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 グラフマイナー理論の有向グラフへの拡張は 40 年来の未解

決問題であるが、応募者の研究組織は独自の理論的道具を整備

して、有向グラフ特有の困難性を解決することに成功している。

本研究は、最終目標までの課題解決ステップを具体的に計画し

ており、当該問題の最終的な解決が期待される。また、オンラ

イン最適化やグラフニューラルネットワークの理論を発展させ

ることで、機械学習の理論的基礎の拡充に資することが期待さ

れる。 

 


